
市 議 会 だ よ り 第２６９号（3） 2025年（令和７年）２月８日

※代表質問を行った各会派の所属議員は、代表質問実施時点のものとしています。

大野小学校の屋上に設置されている太陽光パネル

　12 月定例会では、６つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の発言順及び発言時

間（答弁含む）は次のとおりです。

　公明党（176 分）、市民クラブ（108 分）、創生市川（210 分）、日本共産党（108 分）、自由民主の会（108

分）、チームいちかわ（91 分）

※�２次元コードから代表質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。ご覧いただけない場合は、恐れ

入りますが議会事務局議事課までお問い合わせください（０４７－７１２－８６７３）。

イ
ン
ト
の
財
源
に
国
の
交
付
金

を
活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
交
付
金
が
見
込
め
な
い
場
合

は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に

つ
い
て
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

今
後
は
、
国
の
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
交
付
金
に
関
す

る
様
々
な
場
合
を
想
定
し
た
適

切
な
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
で
、

市
民
に
身
近
で
持
続
可
能
な
仕

組
み
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

活
発
に
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
と
、
健
康
ポ

イ
ン
ト
Ａ
ｒ
ｕ
ｃ
ｏ
を
始
め
と

す
る
多
様
な
行
政
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
こ
と
に
よ
る
市
民
活

動
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
７
年
度
以
降
に

お
い
て
は
、
行
政
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
と
な
る
事
業
数
の
拡
大
と

内
容
の
充
実
化
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
時
の
還
元
ポ

に
は
、
還
元
ポ
イ
ン
ト
の
財
源

と
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
た

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
が
使
わ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
国
か

ら
の
交
付
金
が
終
了
し
た
段
階

で
地
域
通
貨
の
事
業
を
終
了
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と
聞
く

が
、
令
和
７
年
度
以
降
の
事
業

実
施
の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

答　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
Ｉ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は
、
市
内
の
消
費
を

問　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
Ｉ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時

検
討
し
て
い
く
。
今
後
も
、
多

く
の
人
に
宣
言
の
趣
旨
を
伝
え

る
た
め
、
市
民
や
様
々
な
団
体

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ

り
良
い
方
法
で
周
知
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

の
改
定
に
つ
い
て
問
う
。

答　
民
生
委
員
に
は
活
動
費
と

し
て
、
県
か
ら
年
額
６
万
２
０

０
円
支
払
わ
れ
る
。
加
え
て
、

市
か
ら
地
区
会
長
に
年
額
６
万

６
千
円
、
地
区
会
長
以
外
の
民

生
委
員
に
年
額
６
万
円
支
払
わ

れ
る
。
改
定
に
つ
い
て
は
、
県

で
は
平
成
28
年
度
に
５
万
８
２

０
０
円
か
ら
５
万
９
千
円
に
、

令
和
２
年
度
に
は
６
万
２
０
０

円
に
引
き
上
げ
て
い
る
が
、
市

で
は
15
年
以
上
、
金
額
の
改
定

を
行
っ
て
い
な
い
。
民
生
委
員

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高

齢
化
等
に
よ
っ
て
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
る
な
ど
、
大
き

く
変
化
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
は
、
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
る

民
生
委
員
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
り
、
担
い
手
の
確
保

の
問
題
や
、
昨
今
の
物
価
高
等

も
あ
る
た
め
、
現
在
、
活
動
費

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨

が
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
福
祉
避
難
所
は
、
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
人
も
避
難
す
る

た
め
、
よ
り
確
実
な
電
源
の
確

保
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
提

案
の
あ
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
シ
テ
ィ

を
表
明
し
て
い
る
本
市
と
も
方

向
性
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
民
間
事
業
者
の
費

用
負
担
の
下
、
市
の
公
共
施
設

の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
設
備
等

を
設
置
し
、
市
は
電
力
の
使
用

量
に
応
じ
た
電
気
代
を
事
業
者

に
支
払
う
と
い
う
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
長
期
間
の
停
電
が
発

生
し
て
も
、
太
陽
光
と
蓄
電
池

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
天

候
や
昼
夜
を
問
わ
ず
医
療
用
機

器
や
照
明
、
情
報
通
信
機
器
等

に
も
使
用
で
き
る
防
災
対
応
型

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員

法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
る
非
常
勤
の
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、

無
報
酬
で
活
動
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
活
動
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
電
話
代
な
ど
の
通
信
費
や

会
議
の
た
め
の
費
用
、
交
通
費

な
ど
が
か
か
り
、
民
生
委
員
か

ら
は
、
現
在
の
活
動
費
で
は
足

り
な
い
と
い
う
意
見
も
聞
い
て

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
費
の
改
定
状
況
及
び
今
後

災
害
時
の

電
源
確
保

民
生
委
員

の
活
動
費

問　
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け

る
電
源
確
保
は
、
防
災
倉
庫
に

備
蓄
し
て
あ
る
発
電
機
な
ど
を

活
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
必

要
に
応
じ
て
開
設
さ
れ
る
福
祉

避
難
所
に
は
、
酸
素
吸
入
器
な

ど
複
数
の
電
源
機
器
が
必
要
な

人
も
避
難
す
る
た
め
、
停
電
時

も
電
気
が
使
え
る
常
設
の
非
常

用
電
源
が
必
要
と
考
え
る
。
例

え
ば
、
災
害
時
で
も
対
応
可
能

な
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
を

設
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

市
民
ク
ラ
ブ

中〔
総
括
質
問
者
〕

町
　
け
い

つ
ち
や
正
順

に
し
む
た
勲

石
崎
ひ
で
ゆ
き

こ
ど
も
送
迎

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

外
国
人
の

生
活
保
護
受
給

問　
令
和
６
年
６
月
定
例
会
の

代
表
質
問
に
お
い
て
、
行
徳
駅

前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
ど
も

送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
状

況
が
芳
し
く
な
い
こ
と
を
指
摘

し
た
上
で
、
本
施
設
の
有
効
活

用
な
ど
に
つ
い
て
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
、
本
施
設
の
運
営
法
人

と
は
ど
の
よ
う
な
協
議
を
進
め

て
き
た
の
か
。
ま
た
、
本
事
業

の
運
営
費
は
年
間
約
１
６
０
０

万
円
で
、
利
用
登
録
し
て
い
る

園
児
は
８
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

単
純
計
算
す
る
と
園
児
１
人
当

た
り
年
間
２
０
０
万
円
も
の
経

費
が
か
か
っ
て
お
り
、
非
効
率

的
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
事
業
を
取
り
や
め
る
考
え
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
運
営
法
人
と
は
、
現
在
、

本
施
設
が
稼
働
し
て
い
な
い
朝

か
ら
夕
方
ま
で
の
時
間
帯
の
有

効
的
な
活
用
や
、
複
数
の
保
育

施
設
へ
の
送
迎
を
行
う
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。
本
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
は
、
運
営
法
人
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
ま
ず
は
、

本
施
設
の
利
用
者
を
送
迎
先
の

保
育
施
設
の
利
用
者
に
限
る
こ

と
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
本
施
設
の
活
用
方
法
を

改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、
利
用

者
数
を
増
や
す
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て
、

生
活
保
護
制
度
の
趣
旨
か
ら
逸

脱
し
た
受
給
例
が
見
ら
れ
る
こ

と
や
、
そ
の
適
用
範
囲
に
関
し

て
、
市
民
か
ら
疑
問
や
不
信
の

声
が
多
数
上
が
っ
て
お
り
、
適

正
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
就
労
し
て
お
ら
ず
、

税
金
を
納
め
て
い
な
い
外
国
人

に
対
し
て
生
活
保
護
費
が
支
給

さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
が
、

支
給
に
当
た
っ
て
の
法
的
根
拠
、

対
象
と
な
る
外
国
人
、
及
び
本

市
で
の
受
給
世
帯
数
を
問
う
。

答　
日
本
国
籍
を
持
た
な
い
外

国
人
は
生
活
保
護
法
の
適
用
対

象
と
な
ら
な
い
が
、
昭
和
29
年

の
厚
生
省
社
会
局
長
通
知
に
お

い
て
、
生
活
に
困
窮
す
る
外
国

人
に
対
す
る
生
活
保
護
の
措
置

に
つ
い
て
は
、
人
道
上
の
配
慮

か
ら
、
当
分
の
間
、
一
般
国
民

に
対
す
る
生
活
保
護
の
決
定
実

施
の
取
り
扱
い
に
準
ず
る
と
さ

れ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
こ
の

通
知
に
基
づ
き
、
外
国
人
に
生

活
保
護
の
措
置
を
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
対
象
と
な
る

外
国
人
は
、
適
法
に
日
本
に
滞

在
し
、
活
動
に
制
限
を
設
け
な

い
永
住
者
、
特
別
永
住
者
、
日

本
人
の
配
偶
者
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
外
国
人

か
ら
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

県
に
確
認
し
た
上
で
受
給
決
定

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人

が
世
帯
主
で
あ
る
受
給
世
帯
数

は
、
令
和
６
年
10
月
現
在
、
約

２
２
０
世
帯
で
、
全
受
給
世
帯

の
約
３
％
を
占
め
て
い
る
。

自
由
民
主
の
会

中
山
　
幸
紀

加〔
総
括
質
問
者
〕

藤
　
圭
一

細
田
　
伸
一

青
山
ひ
ろ
か
ず

生活保護相談窓口の様子

傍聴のご案内
　本会議と委員会は、原則として公開されて
おり、自由に傍聴できます。

●本会議の傍聴（94席）
　会議当日に市役所第１庁舎７階の受付へ直
接お越しください。住所・氏名を記入するだ
けで入場できます。

●委員会の傍聴（各７席）
　第１庁舎６階の議会事務局で受け付けした
後、委員会室等へご案内します。
※�傍聴時は、傍聴券の裏面に記載してある注
意事項をお守りください。


